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問問３３  商商標標出出願願のの指指定定商商品品又又はは指指定定役役務務のの補補正正のの留留意意点点  

商標出願の指定商品又は指定役務の補正について留意すべきことは。 

 

 指定商品又は指定役務の一部削除や範囲を減縮する補正、区分の誤記の補正は可能ですが、指指

定定商商品品又又はは指指定定役役務務をを出出願願時時にに表表示示ししたたももののかからら追追加加ささせせるる補補正正ははででききまませせんん。。  

また、本本来来意意図図ししてていいたた内内容容へへのの補補正正ととはは異異ななるるももののででああっったたととししててもも、、手手続続上上、、有有効効なな手手続続

補補正正書書のの提提出出後後はは、、そそのの補補正正書書をを取取りり下下げげるる等等のの手手続続ははででききまませせんん。。  

  

 指定商品・指定役務の補正ができる時期は、事事件件がが審審査査・・審審判判にに係係属属ししてていいるる場場合合に限られま

す。 

 

 商標の指定商品又は指定役務や商品及び役務の区分の補正手続については、次に掲げるような不

備事項が特に多く見受けられるため、手続を行う上での留意点についてまとめました。 

 

＜＜ははじじめめにに＞＞    

出願時の指定商品又は指定役務や商品及び役務の区分を補正する方法には、「全文補正」と「部

分補正」とがあります。 

(1) 全文補正：「指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分」を単位に補正 

(2) 部分補正：商品・役務が属する区分（第○類）を単位に補正 

 

【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】 

【第○類】 

【指定商品（指定役務）】△△ 

【第○類】 

【指定商品（指定役務）】△△，△△△，△△△ 

 

 

 

＊指定商品（指定役務）や商品・区分の補正手続に関する詳細は、特許庁ホームページ「手続補正

書（商標出願の指定商品又は指定役務の補正）の書き方について」

（https://www.jpo.go.jp/system/process/shutugan/madoguchi/info/faq-after-filing/hose-sho

hyo/index.html）も参照してください。 

 

  

(2)部部分分補正 (1)全全文文補正 
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１１．．指指定定商商品品（（指指定定役役務務））のの一一部部をを変変更更すするる場場合合のの補補正正例例  

  

次の＜図Ａ＞のように、「第９類」と「第１６類」の２区分で出願したとします。 

  

＜＜図図ＡＡ＞＞出出願願時時のの指指定定商商品品（（指指定定役役務務））のの内内容容  

 

 

 

 

 

 

【【第第９９類類のの「「ビビデデオオカカメメララ」」をを削削除除すするる場場合合】】  

第９類の「ビデオカメラ」を削除する補正を行う場合、手続補正書は、次の＜図Ｂ＞又は 

＜図Ｃ＞のように記載します。 

  

＜＜図図ＢＢ＞＞  全全文文補補正正すするる場場合合のの記記載載例例  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

全全文文補補正正する場合は、権利化したい指定商品（指定役務）や区分をすすべべてて記載します。 

ここでは「第９類」の指定商品だけを変更するが、変更を要しない「第１６類」の指定商品 

（「かるた」）も記載しないと、「第１６類」は削除されたことになるので注意が必要です。 

  

  

  

  

  

  

  

    

【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】 

【第９類】   

【指定商品（指定役務）】家庭用テレビゲームおもちゃ，ビデオカメラ 

【第１６類】   

【指定商品（指定役務）】かるた 

【手続補正１】 

 【補正対象書類名】商標登録願 

 【補正対象項目名】指指定定商商品品又又はは指指定定役役務務並並びびにに商商品品及及びび役役務務のの区区分分 

 【補正方法】   変更 

 【補正の内容】 

  【【指指定定商商品品又又はは指指定定役役務務並並びびにに商商品品及及びび役役務務のの区区分分】】  

   【第９類】 

   【指定商品（指定役務）】家庭用テレビゲームおもちゃ 

   【第１６類】 

   【指定商品（指定役務）】かるた 

ポポイインントト  
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＜＜図図ＣＣ＞＞部部分分補補正正すするる場場合合のの記記載載例例  

 

 

 

 

 

 

 

部部分分補補正正する場合は、【補正対象項目名】の欄に記載した区分の指定商品（指定役務）だけが変

更されます。 

ここでは、「第９類」の指定商品のみが変更され、願書に記載した「第１６類」の指定商品 

（「かるた」）は補正の対象外であるため変更されません。  

【手続補正１】 

【補正対象書類名】 商標登録願 

【補正対象項目名】 第第９９類類 

【補正方法】    変更 

【補正の内容】 

【【第第９９類類】】      

【指定商品（指定役務）】家庭用テレビゲームおもちゃ 

※同じ区分を記載します 

ポポイインントト  
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＜＜誤誤っったた記記載載例例((11))＞＞  第第１１６６類類ががすすべべてて削削除除さされれるる  

次の図のように記載すると、第９類は正しく補正されますが、第１６類は削除されてしまい、意

図しない補正手続となってしまいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【補正対象項目名】の欄に「指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分」と記載したとき

は、権利化したい区分や指定商品（指定役務）をすべて記載してください。 

 誤って補正により削除した区分や指定商品（指定役務）を、後から別の補正により追加すること

は認められませんのでご注意ください。 

  

  

＜＜誤誤っったた記記載載例例((22))＞＞  「「【【補補正正方方法法】】削削除除」」ととししてて、、削削除除すするる指指定定商商品品をを記記載載  

第９類の指定商品「ビデオカメラ」を削除する場合、次の図のように、【補正の内容】の欄を設

けて、削除する指定商品（「ビデオカメラ」）を記載することはできません。 

  

  

  

  

  

 

 

「【補正方法】削除」は、願書に記載した区分すべての指定商品（指定役務）を削除するときに

記載します。 

    

【手続補正１】 

【補正対象書類名】 商標登録願 

【補正対象項目名】 第９類 

【補正方法】    削削除除 

【【補補正正のの内内容容】】  

【【第第９９類類】】      

【【指指定定商商品品（（指指定定役役務務））】】ビビデデオオカカメメララ 

誤誤っったた例例  

【手続補正１】 

【補正対象書類名】 商標登録願 

【補正対象項目名】 指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分 

【補正方法】    変更 

【補正の内容】 

【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】 

【第９類】   

【指定商品（指定役務）】家庭用テレビゲームおもちゃ 

記載不要 

誤誤っったた例例  
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２２．．誤誤っったた区区分分にに記記載載ししたた指指定定商商品品（（指指定定役役務務））のの一一部部をを変変更更すするる場場合合のの補補正正例例  

  

次の＜図Ａ＞のように、第２類「化学品」と「染料」で出願したとします。 

 

＜＜図図ＡＡ＞＞出出願願時時のの指指定定商商品品（（指指定定役役務務））のの内内容容  

 

 

 

  

 

【【第第２２類類のの「「化化学学品品」」をを「「第第１１類類」」にに変変更更すするる場場合合】】  

指定商品「化学品」の区分が「第１類」に該当するため、「化学品」の区分を「第２類」から「第

１類」に変更します。この場合の手続補正書は、次の＜図Ｂ＞又は＜図Ｃ＞のように記載します。 

  

＜＜図図ＢＢ＞＞  全全文文補補正正すするる場場合合のの記記載載例例  

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

全全文文補補正正する場合は、権利化したい指定商品（指定役務）や区分をすすべべてて記載します。 

ここで、次の図のように、第１類「化学品」だけ記載してしまうと、第２類「染料」は削除され

たことになるので注意が必要です。 

＜図＞誤った記載例（第２類「染料」が削除される）  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【指定商品又は指定役務並びに商品及び役務の区分】 

【第２類】   

【指定商品（指定役務）】化学品，染料 

【手続補正１】 

 【補正対象書類名】商標登録願 

 【補正対象項目名】指指定定商商品品又又はは指指定定役役務務並並びびにに商商品品及及びび役役務務のの区区分分 

 【補正方法】   変更 

 【補正の内容】 

  【【指指定定商商品品又又はは指指定定役役務務並並びびにに商商品品及及びび役役務務のの区区分分】】  

   【第１類】 

   【指定商品（指定役務）】化学品 

   【第２類】 

   【指定商品（指定役務）】染料 

ポポイインントト  

【手続補正１】 

 【補正対象書類名】商標登録願 

 【補正対象項目名】指指定定商商品品又又はは指指定定役役務務並並びびにに商商品品及及びび役役務務のの区区分分 

 【補正方法】   変更 

 【補正の内容】 

  【【指指定定商商品品又又はは指指定定役役務務並並びびにに商商品品及及びび役役務務のの区区分分】】  

   【第１類】 

   【指定商品（指定役務）】化学品 

誤誤っったた例例  
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＜＜図図ＣＣ＞＞  部部分分補補正正すするる場場合合のの記記載載例例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

複数の区分を補正する場合、補正する区分ごとに【手続補正○】の欄を繰り返し記載します。 

【手続補正１】では、第２類の指定商品を「染料」に変更します。（これにより第２類の指定商

品から「化学品」は削除されます。） 

【手続補正２】では、指定商品「化学品」の正しい区分である「第１類」を追加します。 

 

なお、このとき、区分の数が出願時より１区分追加することとなるため、追加する区分の数に相

当する手数料の納付（１区分につき８，６００円）が必要となります。この場合、手続補正書には

【手数料の表示】の欄を記載し、選択した納付方法により手数料を納付してください。 

 

  

【手続補正１】 

【補正対象書類名】 商標登録願 

【補正対象項目名】 第第２２類類 

【補正方法】    変変更更 

【補正の内容】 

 【第２類】 

 【指定商品（指定役務）】染料 

【手続補正２】 

【補正対象書類名】 商標登録願 

【補正対象項目名】 第第１１類類 

【補正方法】    追追加加 

【補正の内容】 

【第１類】   

【指定商品（指定役務）】化学品 

ポポイインントト  
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＜＜誤誤っったた記記載載例例((11))＞＞  １１つつのの補補正正記記事事でで複複数数のの区区分分をを記記載載  

次のように、【補正対象項目名】の欄に「第１類」「第２類」と区分を複数記載することや、【補

正方法】の欄に「変更」や「追加」などと補正方法を複数記載することは、様式上認められません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数の区分を部分補正により変更するときは、【手続補正１】【手続補正２】のように、補正す

る区分ごとに【手続補正○】の欄を繰り返し設けて記載してください。 

 

 

＜＜誤誤っったた記記載載例例((22))＞＞  【【補補正正対対象象項項目目名名】】とと【【補補正正のの内内容容】】のの欄欄配配下下のの区区分分がが不不一一致致  

ここで、次の図のように、【補正対象項目名】と【補正の内容】欄に記載した区分が一致してい

ない部分補正は認められません。  

 
 
 

  

  

  

  

 

複数の区分を部分補正により変更するときは、【手続補正１】【手続補正２】のように、補正す

る区分ごとに【手続補正○】の欄を繰り返し設けて記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【手続補正１】 

【補正対象書類名】 商標登録願 

【補正対象項目名】 第第２２類類 

【補正方法】    変更 

【補正の内容】 

【【第第１１類類】】      

【指定商品（指定役務）】化学品 

【手続補正１】 

 【補正対象書類名】商標登録願 

 【補正対象項目名】第第１１類類、、第第２２類類 

 【補正方法】   変変更更、、追追加加 

 【補正の内容】 

   【第１類】 

   【指定商品（指定役務）】化学品 

   【第２類】 

   【指定商品（指定役務）】染料 

※同じ区分を記載します 

指定商品（指定役務）や商品・区分の補正手続に関する詳細は、特許庁ホームページ 

「手続補正書（商標出願の指定商品又は指定役務の補正）の書き方について」

（https://www.jpo.go.jp/system/process/shutugan/madoguchi/info/faq-after-filin

g/hose-shohyo/index.html）も参照してください。 

誤誤っったた例例  

誤誤っったた例例  
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